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後志海山の地形地質とテクトニクス

竹内　 章＊1　田中 武男＊2

中期吏新世の海底火山である後志海山の地形および崔層地質について，マルチナ

ローピーム測深，サ４ド スキャンソーナー探査．『しんかい加00』による２回の潜

航調査を行った．この海山は，杖状溜岩・塊状溶岩・ハイアロクラスタイ｝なとか

らなる成層火山鰹体であり．山頂部は波食による平坦訛を受41ている．山休南側斜

面の上部には２系綻の正断層胼が分布し, NNW-SSE 系はその雁行配列から基盤

に南北性の左横ずれ断層の存在を示し. NNE-SSW ・ は主に山体の自荷咀に起因

する地溝を形戚している．こうした山休の変形は，（I）基盤が南西に傾斜しているこ

とだけでなく. ②ＥＮＥ-ＷＳＷ 方向に１ 張力軸をもつテクトニックなぼ域応力場（西

北海道三角帯l を反映している．

Gcomorphology,  geology and  tectonics of the Shiribeshi Seamount,

northern Sea of Japan.

Akira TAKEUCH1*  ' Takco TANAKA"  1

Tectonic  features of  the middle  Pleistocene  submarine  volcano,  Shiribeshi

Seaitiouru, arc analyzed  on  the  basis of  the results of  mulci-narrow  beam

bathymetry  and  side-scan  sounding  followed  by  the submarsible  surveys  in

1989  (dives  440 and  442  by  "SH1NKA1  2000")  . The  volcanic cone  15 com*

posed  of  pillow lavas, sheet  flows  and  hyaloclastites of  both basalt and  andes-

ite. and  is topped  by  a wave ≫cut flat. Two  orientation groups  of normal  faults

were  developed  on  the upper,  southern  and  southwestern  flank. Noithsouth-

cry  echelon  array  of NNW ≫S$E system  indicates a sinistral shear  by  subsur-

face faulting due to regional stress state within "the  West  Hokkaido  Triangle" .

Another  graben  systeni in a NNF. ≫SSW  trend  was  also observed*  whose  origin

can  be  attributed to deviatoric load  of the cone  because  of  original slope of

the  basement  surface
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１．は じ め に

1989年年度に実施された「しんかい2000」によ

る日本海奥尻海観海域の潜航飼査の一原として，

９月12日および９月14日，同海嶺の東方にある後

志舟状海盆に隣接した後志海山の山頂部と陶西斜

面において，火山および断層の変動地形と活構造

を目的に２回の潜航調査（第440. 第442潜航）が

行われた。両潜航による飼査ルートは連続してお

り， 南西 側11」腹（北緯43 ’34’東経139 °32’水深

870m ）から山頂（北緯43 ’35’東経139’33.3″水深

115m ）までの区間で，目視観測と岩石サンプリ

ングが行われた。

同時に，海洋科学技術センター海中作業実験船

「かい よう」 による日本海北郭調査の一環とし

て，地形・地質調査(DK89-  4 -OKJ) が実施さ

れ，この海域で初めてのマルチナローピーム測深

（シーピーム），サ イド スキャンソーナーおよび

ＴＶカメラの曳航調査が行われ，大きな成果を拳

げた【結果の詳細は別途報告される】。後志海ｉ

については，1989 年９月 ６日から９日にかけて，

シーピーム地形調査とソーナーの曳航調査が実施

され，奥尻海嶺海域のi瞥航訓炎に先立つ事前調査

として も非常に有効であ った。図１，２にシー

ピームによる後志海山の地形図を示す。

潜航調査の結果，後志海山の上郡で新鮮な溶岩

流およびそれらを切る断層を発見・覿察し。岩石

標本を採取することがで きた。小文では，綱査結

果とそのテクトニックな解釈について述べる。

図 １　 後 志 海 丘 群 の 地 形

Ｓ： 後 志 海 山 ．Ｋ ：北 後 志 海 丘 ，Ｆ ： 二 子 梅 丘 。

等 深 線 は10e ｓ 岡 隔 。

図 中 ， 左 巾 の 枠 内 はi蓐中 作 業 実 験 船 （ か い よ

う
Ｊ に よ る

日 本 海 北 部 詞 査(DK89- 4 -OKJ)

の マ ル チ ナ ロ ー ビ ー 厶 測 深 デ ー タ に よ る 。 雄 上

保 安 庁 水 路 餅 発 行100 万 分 の 】海 底 地 形| 深】第

6311 号 「 北 海 道 」 の 一 郎 使 用 。

Fig.  1　Topography of  Shiribeshi Sea Knolls

S : Sbiribeshi ５ｅａｍｅｕal， Ｋ : Kila-Shiribeshi

KnolL  F : F ｕlsｇｏ Knatl.

Ｃｏｓpiled from the ｄｌｌｉ ｅｌ multi-narrow beam

balhy ｍで|ry by ＫＡＩ¥Ｏ DK89-4-OKJ cruise

翻d MSA 』1 : 1 000 000 submarine lopog･

「aphic m 即N0.6311. Ｃｏｎｌｏｕrint ｅr●a1 100m.

２．後志海山の地学的位置

北海道仙丹半島 北西70km にある後志海山

は，東北日本弧の北端を限る寿都構造粽( 竹内・

田中，1969J のほぽ真上にある海底火山である。

東海大学丸ｌ 世による地形・地質調査によって，

ほ』体西斜 面上部( 北緯43°35'束経139133.3'水深

300m ±30nり から, 0.9 ±0.2Ma を示す鐓欖石普

迦輝 石安山 岩 が採取 されて いる(Tsuchiya et

al.｡1989)。

東北日本弧内蜀に属する西南北海道陸域では，

およそ８Ｍａ頃に東西引恨性 から転換した応力場

が，現在まで継続しているとみられる11jj岸ほ

か｡1986) 。 宇佐美4198?J に よれば，穣j･}牛鳥

illl後志 海山周辺では｡1792 年1 北緯j13.3/ｆ 東経

140.0°M7.1），1940 年C 北 緯44.25* 東 経

139.47°M7.5) などの浅発・津波性のスラスト型

地震が起 きており，新生プレート境界とみられる

日本海東緑変動｛17の短縮テクトニクスに起因する

とされている（小林，1983:中村，1983;など）。

lg3 はSE1S-PC  (石JIIほ か，）990）によって

出力した，1792年から1982年にわたる期川におけ

る北海道西方洌Iの浅い地震の分布である。図２下

の断面図では，構透帯を墳にして北東と南西では

地震活助の深さ分布が急変し，北東鮑では深 き

20km 以浅の地震が多く，また深さ30 －40knlの

地震が少ないように見えるが，比較的規模の大き

い地震｛Ｍ６ －７｝は。この寿都構造粽沿いの



図 ２　 後志 海山 の 地形

海 洋科 学技 術 セ ンタ ー 海中 作 業実験 魁「 か い

よ う」 に よる 日 本 海北 部 調 査(DK89-  4 -OKJ)

の結 果（ マ ル チ ナロ ー ピ ー ム測深 デ ータ ）か ら

桐 閃。 節 深線 は20m 間 隔。

Fig. Ｚ　Morphology Of Shiribeshi Seamount.

Compiled rr ｏｍ ｌｈｅ multi-narrow beam balhy

metry by KAIYO DK89-4･OKJ cr ｕise、

Contour interval 20m.

「 空 白 域 」 で 発 生 し て い る 。 後 志 海 山 東 方 ・ 留 萌

沖 で は 地 震 の 集 中 域 が 認 め ら れ る 。 こ こ で ，1959

年 に 発 生 し た 地 震 （ 深 さ33km.  M6.2) が 正 断 層

別(Ichikawa,  1971) で あ る こ と は 興 味 深 い （ 後

述 ）。

図 ３　 後 志 梅 山 周 辺 の 地１ 分 布

SEIS-PC Version 2.50 ｛石 川 ほ か｡1990) に

よ る1 芻5 年 か ら1982 年 の 震 源 分 布 を 示 す 。1792

年! 北 緯43 3/4 ’東 経14（rM7.1 ） を 迫 力］し てあ

る 。 プ ラ ス 印 は 後 志 海 山 の 位 置 。 下 はA-B&

影 断 面 。 に の 地 域 の 震 源 位 置 ・ 深 度 にlよ決 定

精 度 に 問 題 があ る こ と に 留 意 す る こ とI

Fig. 3　Seismkity Map

Seismfcity d ●「ins the period lrom 1885 10

1982 with an aditiOn ef 1792 011･Shalola ●

Pe ●insｕla Earthquake ｛M7.1 ｝.

Cross : Shiribeahi Seamout.

Bottom)  vertical projeclion along Line A･B.

ＩＲｅｍａｒiｓ : しｏｃｌtｉｘ･ accuracy 04 ￥ ｃｅｎｌｅｎ is

rather lo ｗ than lhal or ihe other areas ia

ｊａｐａｎ.1

３．事前調査結果

潜航躋査の事前および事後に，「 かいよう」（深

海研究グループ）に よる海底飼査DK89-  4 -OKJ

のデータ，とくにシービーム測深図およぴサ イド

スキャンソ ーナーイメージの判読を行った。その

結果を後志海11jの地形地質について記載的に要釣

すると以下の諸点が指摘される｛114 参照｝。

①詼志海底火11」は，鏤体下部の南丙半分が北東側

よりも大きく，火山匐鵬状地を含むｉ 体基底深度

が，西半分は水深約300Cm ，東飼は1800m 14･近

にある。これは，火山体がi匆西落ちの段差膏持つ

寿祁構造線の斜面上に，破砕帯を覆って形成され

たからである。火山麓扇状地は西鮑のみに発達し

ているが，この郁分を除 くと山体の本体は半径約

5km となり，この体債だけで富士山に匹敵する

(400kｓ3)。

(Z)山 体頂部は|まぼ水平な平坦面( 水深115．，東

西3.1km. 南北3.5k。) となっている。平均水深

が130m であることから，本州島の大陸遡外縁と

岡様。水闇の海水面低下時の波浪侵食と火口の埋

立てにより山頂都が￥j川ﾋ され，晩水間の海面上

昇により沈水したのであろう。中央火口lll地は亀



図 ４　 隆 志 海 山 の 地 表 地 質 構 造

砂 目:111 纃 平 坦 而 。 地 形 凶 お よ ぴ ソ ー ナ ー イ

メ ー ジ か ら 判 読 さ れ た 溶 岩 流 （ ア ミ 部 は 地 形 的

に よ り 新 鮮 ），崩 壊 地 形, 断 屆 燈g ケ バ は 落 下 側ｌ

を 示 す 。 斜 義 郎 は 海 底 火111の 碁 盤 ｛ 斜 線 の 方lf･|

は 火llj 体 直 下 の 蕃 盤 斜 面 の 走向 ｝， 二 貫 練l よμ

都 檮 造 繚 （ 構 造 帯 の 西 禄l と そ の 延 長 ｛ＳＴＬ ｝

を 示 す 。

Fi& 4　Surface Ｓｅｏｌｏｇy ａｌｄ structures

lave  flows  (shadowed : ｍｏrefrｌｓh ｝.

collapsed c1111, fault scarp ar ｅ shown.

ＤｏＵｅｄ : ｓｕmm11 rial. Stippled : ba ｓｌｓｅｎｌ.

Ｄｏｌｂｌｅ line : SuUsu Teclelic Line and ils

elong at  ion (STL) ｡

図 ５　 曲 航調 査 ル ート

サ イド ス キ ャン ソー ナ ーに よ って 観測 され た

断層jl ・ 溶 岩流 地 形 を 示 す。 ケパ付 きの 太 線 ：

|听層お よ びリニ アメ ン ｝｛実雑 部lj ソ ーナ ー イ

メ ー ジで 観 測 ， 畩 緤 部 は 地 形 図 よ り推 定 ｝。細

い 破竦 郎lj 潜 航 調 査(440.  442) の･レート 。（i）

－⑤ の番 号はａ 頒 万 真 （問版 ）の 番号 に 紳応 す

る。 地 形 基 図はM12 の 一陥 を拡 大。 砕 深 線||lj隰

20 巾。

Fig. 5　Route Map of di､･ ｅｓ44Qlnd 剣2

Fallll scarps ａ●d lava flows are shown. Thin

dashed line : surveyed route by S ⅢNKAI

20仭.N ｕｍｂｅrs① ～喧）:camera-shot  localities

of Photocs l lo 6. Contour inCerva120nl.

められない。 平頂郤外縁は 崩壊に より多角形を星

する。 東西襾縁に直径lkm 裡度の馬蹄形カ ルデ

ラがあ り，とくに西側のカルデラ地 形は明瞭であ

る。

③ ソ ーナー探査により|』｡|頂平坦 部に比 高10 ～ 】5m

の低断刷崖の存在が認めら れたf 図5J 。 上述の

ように平坦iiiの時代が最終水期の海iii低下に よる

侵食が原閃とすれば。断櫛 の成|λlと しては 一一一遇惟

の地滑り と緩り返し活動する活断層 の２つが考え

られる。

④ill IKには明 瞭な 放射 谷が 忽めら れない。こ れ

Ｕ ．侵食に よるlll折 が殆ど地 んでいないか， また

は堆積物に よる陂１ ・川積に よるとみられる。X5

しい円鏤形の成IM火山であるが，中腹の平均傾斜

は西側が縷く】6･｡東側は25°と山体は基盤とは逆

に東に傾いている。山腹北西斜而の基部では大規

模斜面崩壊 が認められる｛輻約３ｋｍ，長さ約5

km ｝。

⑤シービーム測深図｛地形|炮 から地形的に新鮮

な溶冫;流の鳥まりが判読された（図４）。その一

部はソーナー探介によっても溶岩であることか観

測され，さらに今回の潜航叫査（後述j によって

視認された。新鮮な溶岩流の高まりが北東半分に

多く，なかでも相対的に忽傾斜の東側に多い。こ

れは，敍斜illi側では衣層堆積物に覆われているた



めであろう。

⑤火山体斜面は概観すると滑らかであるが。局部

的に南西斜面には数粂の断層崖が認められ，それ

らは浅く広い谷地形（幅約３ｋｍ）を形成して階

段状の地溝となっている。個々の断層崖はやや弧

状をなし. NNW-SSE 系. NNE-SSW 系ともに上

方に向かって見かけの走向が南北に近づく。ただ

し，西およぴ東斜面下部の南北性断刷リニアメン

トは直裁的である。

⑦今回の事前調査で観測・推定された断層は，先

に東海大学九Ｕ世による第２次奥尻海嶺調査の際

に，PDR 測深から推定されていた断層（渡辺ほ

か，1988 ）に相当する。ただし。分布する位置や

走向などは異なる。

４．後志海山南西斜面の潜航調査結果

２回の潜航調査は， 第440潜航の観測を竹内章

が， 第442潜航の観測を田中武男が担当した。 前

述のように後志海11』の事前調査結果から根定され

た廁西山腹の断層崖および11」頚部の断層ａ を現地

で綣認するとともに，山腹の溶岩原と構成する溶

岩塊・溶岩流・LII頂部の塊状溶岩や平坦面の砂貿

砕壻物などを覲察し岩石標本の採集を行った。

第440潜航（図５，地点 ＡからＢ まで）では，

地溝内部で地溝全体の走向とは斜交する２条の東

落ち正断層が確認｡された。そのうち第１の断層

（兇 かけの走向NNW-SSE, 水深1300 －600m ま

で長きft 3 km) を水深840nl付近で重点的に観察

した。断層崖の比高は45 ~ 50m, 周咽は泥底水深

8?Om から720m までにかけての海底は，断層掬を

除いて裏層泥質堆積物の陂覆が比軟的|厚く，断層

崖で観察された溶岩流の年代は相応に古いことが

判る。

溶岩訛を切り比高45～50・ に達する断層崖の上

縁（828・ ）では，変 位量の小さな正断層や地割

れが観察され， また断層崖上部も断刷による階段

状である。崖面では枕状溶岩｛写真口 を含む人

小の溶岩塊が密集しており。中部に塊状溶ylの巨

塊が見られる（写真２）。 また。崖の下部は比較

的サイズの揃ったクリンカーと!=il錐がみられる。

第２の断隅崖」1縁は，第 】断層摩と比べて眉が丸

くなだらかである。

これらの断層崖から離れた嶋所は，大部分が転

石の少ない泥貿の平坦な綏斜ｉ であるが，致箇所

で火11」雛体斜面の最大傾斜方向に綢く帯状に断続

する新鮮な溶岩の転石帶が観察された。この転石

帯の斜面上方には事前ソーナー探査で観測された

断層が位置しており，転石はここから転落してき

たものらしい。

$5440潜航の離底地点から調査を霰筏した第442

潜耽（図５．地点 Ｂから Ｄ まで）では，水深約

600m の 海山中腹をほぽ等裸線に沿って航走し，

亊前ソーナー探査で観測された溶岩流を横断し，

こ れが枕状溶岩からなること を確認した（写奥

３）。 後志海山 で 最長の 西落ち断層ａ ｛水深

210011 から山頂平廻而まで，少なくとも長さ約

8 km. 走向NNE-SSW) を水深430m 付近で検切

った｛図５，地点ｃ｝。比高33m のこの嵐は。柱

状節理（写真４）の発達した新鮮な塊状溶岩と角

癲岩の互晒の露頭であり，数枚のフローユニット

が認められ。表層では枕状溶岩が観察された。絶

壁の上縁は尾根状であり，泥質堆積物の被観はな

い。断層崖上緑lこ沿って頂上に向かう途中，崖の

走向に平行な破砕帯。走向NNW-SSE で東落ち

の低断層躙，節理などが親察された（図５，地点

ｃ から Ｄ）。 節理はNE-SW 系とNNW-SSE ない

しNW-SE 系が顕著で，両者が矩形をなすことが

多い。NN ｗ-ｓsＥ系の平行節理が発達する部分で

は，こ れに斜交するＮ-s 系剪断節理も認められ

た（写央５）。

水深350・ 付近から凹地の底貿は細礫貿（写真

６３に変わり。山頂平坦而は中雛砂の海戚であっ

た。こ れは波浪侵食による平坦化作用で説明でき

る。平坦面を切る低断層崖は比高15・ 程皮で，随

所で小観模な斜面崩壊を起しているが，直線的に

よく連続している。岩石捺本としては，２回の潜

航により玄武岩・含檐欖石玄武岩貿安山71 ・ 安山

岩・角閃石安山岩・デ イ苛イトなどが採集された

（表０ ．山体の上部と下部とで岩石種の組合せが

異なり，上部は角閃石安山岩～デイサイト貿，下

部は玄武岩貿ａ 行が主体である。この境 界は地形

的にも傾斜変換箍となっており，今回飼査したT匆

惻山」匯では水深700m 付近であるが，西詞で水深

6｛｝0111，東側で800m 付近にあるとみられる。



表l. サンプルリスト

「しんかい加00」鯛壷第440.442 潜航で探集された宕石榲本の鐺元．標本番号，肉眼鑑

定による岩質，立体サイズ，重量，円磨度（Ａ:角礫SA: 亜角礫）．備考 吶 眼鑑定によ

る斑晶鉱物・マンガン酸化物被覆の有無．その隹）の頬．

Table l. Sample List

Rock umplcs co 】leeted by ‘･SⅢ ＮＫＡＩ-2000“ Dives (440.  442)  at the Shiribeshi Sea 霆ｏｕｌt

are  listed. RD : roundness （Ａ : angular : SA : subangular).  Mn･coat:presence of coating ｂy

manganese oxides.

５．観察事実のまとめ

① 後志海底火山は，クリンカーをもつ シート状濡

岩流・枕状溶岩流・崩壊堆積屑などからなる成層

火山である。渊火口や寄生火ljlの分布に明瞭な卓

越方向は認められない。

②山体の外形はやや非対称で東側斜面が急傾斜で

短い。ただし。山頂の平坦滷iは水平。111体南佃上

部には兄 かけ の走向NNW-SSE 系とNNE-SSW

系の２系統の断層があり。それぞれに異なる特徴

がある。

<Dnnw-sse 系 の断刷は， 比較的 短い（長さ ）

km 以下）高角断刷が ¨ミ”型を,!11してほぽ南北

方向 に雁行する。 各断刷（セグメン Ｈ は Ｓ字

形を呈し，縦ずれセンスは西落ちか卓越する。比

高は5 ～15m である。平頂 部やLI｣謖上部に分布

し。 局部的に似300・ 程度の地溝状凹地や地塁を

形成している。

④NNW-SSE 系の断層は西落ちと東落ちの縦ずれ

があり，比高は30－50m に達する。全体として南

西の山腹に輜2.5km 程度の地溝状凹地を形成し

ている。山頂郤の平坦湎ではこの系統の断層は見

られない。ちなみに，断層面の真の傾斜は不明で

あり，西落ちの断櫛崖はＮＮＷ 系の，東藷ちは東

西走向の傾斜断層である可能性も残されている。

⑤NNW-SSE 系の断層は‥郎のNNE-SSW 系断悩

を切っている。逆のヶ－スは見当らない。前者は

後者にくらべて断層椈の比４ が人きい。前者は|||

体のより|哨;まで変位させている。したがって，



両 者 に 同 時 性・ 共 役 関 係 は 認 め ら れ ず.

NNW-SSE 系 が ＮＮＥ-SSE 系 よ りも相対的 に若

り丶ｏ

６．断層に関する考察

竹内・田中（1989，図３）が予想したとおり，

¨ミ”型の雁行断層群が確認・般察されるととも

に，新たな断層系も発見された。現段階で，より

単純な解釈を行うためにこれらの断層ヵt高角であ

ることを仮定して考察を試みた。

事前調壷を含む今回の調査結果から。地形切迫

および断層の成因について以 下の点が指禍され

る。

（D 後志海底火山の山体を切って ’‘ミ”型雁行する

NNW-SSE 系断層昨の南北延長には， 火山体下部

や基盤に1甸北性断層リニアメントが地形的に認め

られ，山体を２分するほぽー直酋上に乗る。した

がって， 火山体の基盤にある寿都構造楾（走向

N40°Ｗ）とは斜交する南北走向の左横ずれ断層

（全長約20km ）が伏在すると考えられる。中刈更

新11tの山体形成以降，この断層の活動により山体

南部が惻方に仲長する真ﾐみを生じている。平頂郎

の形成年代を晩氷期としてみると，縦ずれ成分の

平均変位速度はおよそ15．/1.5万年であり，正味

の変位速度で は Ａ級活断層になる。1司程度の横

ずれセンスで倣近の50万年問活動していると仮定

すれば｡0.5km 程度の左横ずれ変位が累積する

ことになるか。地形図ではこのような変位地形を

認めることはできない。

②NNW-SSE 系とNNE-SSW 系の二つの高角正断

層系は別個の断Ｍ系であり，縦ずれ成分だけ見て

もそれぞれが東落ち・西落ちの共役断層系からな

る。111北系基盤断層 や山体上郡のNNE-SSW 系

断層群は111体外形とは無関係であるため，テクト

ニック応力場を反映しているとみられる。主応力

軸配置は水平最大圧縮主応力軸方位がN30*W  ift

後で，最小主応力怕はこ れに直交する。

③地溝の成閃:|||腹の地溝が基盤斜･ｉ （ 寿都構造

纖 ）と直交しないのはなぜだろうか？　まず，低

角の地滑り面の形成による単純な斜面崩壊では，

後志海11』|恫西山膿に見られるような地溝状1111地は

形成されない。ここではむしろ二重lll稜的な重力

性断層と見るべきであろう。

火山体の基盤となっている斜面が南西に傾斜し

ていることから，山体南西部に自荷重が偏る応力

集中が起こっていると考えられる。この場合に生

じる山体内の主圧力軸は，基盤斜・ の傾斜と同じ

方位に向 くことになる。 一方，上記(!)(Z)のよう

に，山体だけでなく基盤までを切る断層が存在す

ることから，これを活動させている広域テクトニ

ック応力場も同時に存在していることになる。

そこで，両者【テクトニック応力場を反映した

局所的応力状態】を考えることにより，地形に認

められる断哂IJニアメントの分布が山体南西部分

に 周 在し て い るこ と。 地溝状凹 地 の 形成，

NE-SW 系 高角節理系の形成などが統一的に説明

できる。 すなわち，南西山謾の地溝が基盤斜面の

傾斜方位に向いていないのは，山体が斜而に寄り

掛かっていることにより生じている応力がテクト

ニ・ク応力と合成されて，地溝を形成したｉ 体内

の主圧力軸の方位はSSW を向いた ものと解釈し

た。

(1)南北性基盤断ｌ の成因:(Z)で述べたテクトニッ

クな主応力軸配置は一定の広域性{ 区域性} があ

り，利尻火山一渡島大島一黒松内の三角帯は，第

四紀 を通じて 水平圧縮軸がNNW-SSE 方向。水

平引張軸がENE-WSW 方向にあったとみられる

(竹 内・ 田 中，1989 の 図 ９ 参 照)。lehikaｗａ

(1971) によれば，1959 年11月８０の留萌沖の地

震(M6.2. 深さ33knり は，主圧力軸より主張力

軸(N60‘E29') が水平に近く。正断層型であっ

た。したがって，この正断嘔型の主軸配置は。地

殻表哂に限らず地殻全休に及んでいること， ま

た，新生プレート境界の活動とされる積』1一牛鳥1111

地震の主軸配置{ スラスト型} とは90°異なるこ

とに注意する必要がある。

プレートの収束境界ともみられるこの地域にお

いて，正断層型の応力区の存在は多少とも奇異に

思えるので，この応力区を西北海道三角帯と呼ぶ

ことにする。西北海道三角帯は。石符畆地帯に代

衣される従繭の北米－ユーラシアプレート境界

と， 短縮テ クトニ ズX,で特胝づけられる日本海東

縁変動帶1 新生プレート境界の候補)。東北日本

弧プロパーの北端に狄まれた地帯である。プレー

ト||叉東城における艇敗性応力区の成因としては｡

(Σ)沈み込みに光立り'Ｆ盤の||||りまたは沈み込みを



受ける上盤側の内部変形，あるいは，②東北日本

弧と千鳥弧の力学的結合状態（千鵬弧の衝上によ

る曲げ，太平洋プレートのスラブの尾根状カスプ

の形成，島弧会合郤のマグマ活動やマントルブ

ルーム）などが考えられる。これらを鮮しく解明

することは今後の課題である。

７．結　　 謫

今回の調査により，後志海山の山体を構成する

溶岩類ならびに２系続からなる正断層群が観測さ

れた。これらの断層群は，ｉ 体基盤の傾斜とより

広域的なテクトニフク応力場を反映している。と

くにNNW-SSE 系は南北方向に雁行し， 大局的

には渡辺ほか（1988 ）により襤定された正断層に

対応づけられる。

探取した岩石標本の，化学分析・年代測定など

については現在進行中であり。 火山活動について

の考察なども後日別途に報告する。今後は，後志

海底火山発達の場について，岩石化学も考慮した

よりテクトニックな解釈を力Iえることが課題であ

る。とくに西北海道三角帯の応力区は，寿都搆造

線にほぽ直交する側方引張応力で特徴づけられ。

東西両側の東西性短縮テクトニ ズムとの関係が興

味深い。
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